
し
っ
と
り
と
落
ち
着
い
た
秋

は
芸
術
を
堪
能
し
た
い
。
そ
ん

な
人
に
お
す
す
め
、
花
と
光
が

織
り
な
す
、
心
癒
や
さ
れ
る
時

間
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

そ
ご
う
神
戸
店
新
館
８
階
・

催
会
場
で
は
、
10
月
20
日
（
水
）

〜
26
日
（
火
）、
〜
花
あ
る
暮

ら
し
、
光
さ
す
時
間
〜
フ
ラ
ワ

ー
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
川
崎
景
太
が

贈
る
「
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
　
和

の
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｉ
と
暮
ら
す
」
展

を
開
催
。

気
鋭
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
川
崎
景
太
が
、
巨
匠
イ
サ

ム
・
ノ
グ
チ
に
よ
る
照
明
器
具

の
名
作
「
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｉ
」
と
コ

ラ
ボ
レ
ー
ト
し
て
創
り
上
げ
る

「
光
と
花
の
お
も
て
な
し
空
間
」

を
演
出
し
ま
す
。

「
光
の
彫
刻
」
と
も
い
わ
れ

る
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
の
芸
術
作

品
「
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｉ
シ
リ
ー
ズ
」

は
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中
に
溶

け
込
み
、
愛
さ
れ
続
け
る
生
活

道
具
の
ひ
と
つ
。
研
ぎ
澄
ま
さ

れ
た
モ
ダ
ン
な
造
形
美
と
、
光

が
和
紙
を
透
過
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
生
み
出
さ
れ
る
「
自
然
の

温
か
み
」
は
、
芸
術
や
デ
ザ
イ

ン
に
関
す
る
知
識
の
有
無
に
関

係
な
く
、
す
べ
て
の
人
の
心
を

と
ら
え
ま
す
。

一
方
、
自
然
を
ア
ー
ト
に
変

え
る
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
と
、

大
胆
な
発
想
の
空
間
イ
ン
ス
タ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
意
と
す
る
川

崎
景
太
。

そ
ん
な
二
人
の
新
し
い
世
界

が
コ
コ
に
生
ま
れ
ま
す
。

「
感
性
」
か
ら
生
ま
れ
る
、
ア

ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
空
間

本
展
で
は
、
川
崎
景
太
が

「
花
と
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｉ
が
交
感
す

る
暮
ら
し
の
空
間
」
に
取
り
組

み
ま
す
。

木
々
の
声
を
聞
き
、
花
々
と

対
話
し
な
が
ら
独
自
の
美
を
つ

む
ぎ
だ
す
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ア
ー
ト

と
、
光
の
彫
刻
か
ら
投
射
さ
れ

る
陽
光
や
月
明
か
り
に
も
似
た

「
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｉ
」
と
の
新
し
い

出
会
い
…
。

繊
細
な
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
や
、
異
彩
を
放
つ
イ
ン

ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
光
が
創
る

空
間
は
、
ス
ロ
ー
な
空
気
感
が

漂
い
、
異
次
元
に
い
る
か
の
よ

う
に
私
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
る
は
ず
。

会
場

そ
ご
う
神
戸
店
新
館
８

階
・
催
会
場

日
時

10
月
20
日
（
水
）
〜
26

日
（
火
）、
期
間
中
無
休
。
午

前
10
時
〜
午
後
８
時
（
入
館
は

７
時
30
分
ま
で
）

入
場
料

一
般
７
０
０
円
、
大

高
生
５
０
０
円
、
※
中
学
生
以

下
無
料

問
い
合
わ
せ

そ
ご
う
神
戸
店
（
大
代
表
）

�
０
７
８
（
２
２
１
）
４
１
８
１

川崎景太が贈る「イサム・ノグチ 和のＡＫＡＲＩと暮らす」展開催

心癒やされる「もてなしの時間」を楽しんで
そごう神戸店

花と光の芸術を楽しんで

フラワーアーティスト／ナチュラルアーティスト
１９５８年、東京生まれ。１９８２年、カリフォルニア・カレッジ・オ
ブ・アート・アンド・クラフト卒業。マミフラワーデザインスク
ール副総長、マミフラワーデザインプロデューサー。卓越し
たセンスと技で、数々のデモンストレーションや展覧会、テ
レビ、雑誌でのプレゼンテーションを手がける現代フラワー
デザイン界のリーダーのひとり。大胆な発想の空間インスタ
レーションにも定評があり、ディスプレイデザイン関連でも
数々の賞を受賞している。
「花のメッセージ」（グラフィック社）、「花のすみか」（誠文
堂新光社）、「花・異次元」（講談社）ほか、著書多数。

川崎景太（かわさきけいた）プロフィール


